
渡り鳥が越冬地から繁殖地へ向かう‘’春の渡り‘’の時期を迎え、 

台湾で今年に入り104件の高病原性鳥インフルエンザが発生、国内 

野鳥でウイルスが確認されるなど発生リスクが高い状況にあります。 
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 （休日・夜間は転送されます） 

 飲み水の塩素濃度は適正ですか? 

 今一度、金網やネットの点検を実施してください。  

 消石灰を鶏舎入口を中心に散布してください。 
  消石灰は、降雨や時間が経過することによってアルカリ性を 

  失います。 定期的に散布してください。 
  
 各鶏舎ごとに専用長靴を使用し、外から鶏舎内にウイルス

を持ち込まないようにしましょう。 

 鶏舎周辺の草や器具類は、ネズミ等の隠れ家 
  になりますので除草や整理整頓をしてください。 

4月に入り、暖かくなりましたが、平成26年４月１３日には熊本県
で発生がありました。引き続き、厳重な警戒が必要です。 

鳥インフルエンザに感染した渡り鳥から、鶏舎内に侵入する留鳥や
イタチなどの野生動物を介してウイルスが鶏舎内に持ち込まれると
考えられています。 

発生防止対策の徹底をお願いします。 


